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今
年
は
日に
ほ
ん
し
ょ
き

本
書
紀
が
編
纂
撰せ
ん
じ
ょ
う
上
さ
れ

て
丁
度
千
三
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

歴
史
書
と
し
て
初
め
て
編
纂
さ
れ
た
日

本
最
古
の「
古
事
記
」（
奈
良
時
代
、和
銅
五

年
・
七
一
二
年
）完
成
か
ら
八
年
後
の
養
老

四
年
・
七
二
〇
年
に
成
立
し
ま
し
た
。

　

日
本
書
紀（
以
下
書
紀
）は
舎と
ね
り
し
ん
の
う

人
親
王
・

太
安
万
侶
が
中
心
と
な
り
、日
本
の
正
史

と
し
て
漢
文
体
・
編
年
体
を
用
い
、神
代

か
ら
持
統
天
皇
ま
で
の
事じ

せ
き蹟
が
全
三
十

巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

七
世
紀
は
じ
め
は
、中
国
大
陸
で
は
、

王
朝
が
隋
か
ら
唐
に
移
り
、ア
ジ
ア
情
勢

は
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
大
陸
の
交
流
に
お
い
て
一
国

の
独
立
国
と
し
て
の
歴
史
書
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、大
陸
で
も
読

め
る
漢
文
体
が
用
い
ら
れ
た
訳
で
す
。

　

古
事
記
は
、大
和
言
葉
の
訓
に
表
音
の

漢
字
を
当
て
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、書
紀
の
対
外
的
な
姿
勢
に
比
べ
、国

内
的
な
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、日
本
の
歴
史
は
神

代
か
ら
歴
史
に
至
る
切
れ
目
が
な
く
初

代
神
武
天
皇
か
ら
百
二
十
六
代
今
上
陛

下
ま
で
連
綿
と
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
王
室
を
持
つ
国
家
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、日
本
の
皇
室
ほ
ど
古
く
正
統
性

を
保
っ
て
い
る
国
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
か
ら

七
十
五
年
の
節
を
迎
え
ま
す
が
、戦
後
の

教
育
で
は
、皇
室
に
関
わ
る
歴
史
や
文
化

は
ほ
と
ん
ど
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

歴
史
に
は
必
ず
光
と
影
が
あ
り
ま
す
。

現
代
教
育
で
は
影
の
部
分
だ
け
が
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
光
の
部
分
は
矮
小
化
さ

れ
て
教
育
さ
れ
て
き
た
の
が
現
実
で
す
。

　

私
た
ち
の
祖
先
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

積
み
上
げ
て
き
た
真
実
の
歴
史
が
復
活

す
る
時
こ
そ
日
本
は
自
信
を
取
り
戻
し

再
び
大
き
く
世
界
に
輝
く
日
が
来
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

今
一
度
古
事
記
や
書
紀
を
紐
解
い
て

先
人
の
歩
み
を
辿
る
事
は
非
常
に
意
義

深
き
こ
と
と
思
う
次
第
で
す
。
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一
　
月

元　

旦　

歳
旦
祭

十
三
日　
（
成
人
の
日
）ど
ん
と
祭

　
　
　
　

餅
つ
き
奉
仕

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

　
　
　
　

必
勝
祈
願
祭

十
八
日　

青
年
会
新
年
会

十
九
日　

月
次
祭

二
　
月

三　

日　

第
七
回
節
分
祭
豆
ま
き
神
事

九　

日　

稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
　
（
新
川
町
・
稲
荷
町
）

十
一
日　

建
国
記
念
の
日
奉
祝

　
　
　
　

秋
田
県
大
会

十
五
日　

交
通
安
全
協
会
川
尻
支
部

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

十
六
日　

肝
煎
町
春
祈
禱
祭

十
九
日　

祈
年
祭
並
び
に
月
次
祭

三
　
月

十
九
日　

月
次
祭

四
　
月

四　

日　

境
内
清
掃
打
合
せ
会
議

十
一
日　

第
一
回
境
内
清
掃
奉
仕　

十
九
日　

月
次
祭
・
疫
病
鎮
静
祈
願
祭

二
十
日　

青
年
会
総
会

二
十
九
日　

昭
和
祭
・
第
二
十
九
回

　
　
　
　

秋
田
県
出
身
特
攻
隊
慰
霊
祭

五
　
月　

九　

日　

第
二
回
境
内
清
掃

十
三
日　

珍
寶
神
社
例
祭（
毘
沙
門
町
）

　
　
　
　

稲
荷
神
社
例
祭（
稲
荷
町
）

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

二
十
日　

例
祭
後
片
付
け
作
業
奉
仕

　
　
　
　

総
代
会
・
青
年
会

六
　
月

七　

日　

秋
田
県
鳶
土
木
連
合
会

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭

十
三
日　

第
三
回
境
内
清
掃

十
九
日　

月
次
祭

二
十
一
日　

鹿
嶋
祭
り（
神
前
祈
禱
）

　
　
　
　

西
表
町
・
毘
沙
門
町
・
肝
煎
町

三
十
日　

夏
越
大
祓
式

七
　
月

十
一
日　

第
四
回
境
内
清
掃

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

十
九
日　

月
次
祭

八
　
月

八　

日　

第
五
回
境
内
清
掃

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

十
九
日　

月
次
祭

九
　
月

十
二
日　

第
六
回
境
内
清
掃　

十
九
日　

月
次
祭

十
　
月

一　

日　

観
月
祭
中
止

十　

日　

第
七
回
境
内
清
掃　

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

　
　
　
　

併
せ
教
育
勅
語
煥
発

　
　
　
　

百
三
十
周
年
記
念
祭

十
一
月

七　

日　

第
八
回
境
内
清
掃

十
五
日　

七
五
三
参
り

十
九
日　

月
次
祭

下　

旬　

干
支
大
絵
馬
揮
毫

十
二
月

第
一
日
曜　

干
支
大
絵
馬
奉
納
式

十
九
日　

月
次
祭

　
　
　
　

神
社
大
忘
年
会

下　

旬　

煤
払
い

二
十
八
日　

餅
つ
き
行
事

　
　
　
　

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会
奉
仕

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

祭
礼
行
事
暦

令
和
二
年
元
日
〜
令
和
二
年
九
月

★
本
年
は
年
明
け
よ
り
中
国
武
漢
か
ら
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
感
染

流
行
の
拡
大
に
よ
り
、神
社
や
地
域
の
祭
礼
諸

行
事
が
中
止
や
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

神
社
で
は
、毎
朝
日
供
祭
や
月
次
祭
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
鎮

静
祈
願
祭
を
斎
行
。

　

戸
口
用
の
疫
病
鎮
静
祈
願
の
神
札
を
奉
製
し
、

地
域
住
民
の
各
世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

十
月
以
降
の
祭
礼
行
事
予
定 総社神社ご祭礼
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夏
の
暑
い
日
で
も
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、古
来
、山
や
海
、風
や
火
な

ど
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
物
に
神
が
宿
る
と

信
じ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。あ

ら
ゆ
る
も
の
を
敬
い
感
謝
す
る
心
が
、私

た
ち
日
本
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
お
い
て
は
、五

穀
豊
穣
、新
嘗
祭
、初
詣
、七
草
、節
分
、月

見
な
ど
季
節
の
恵
み
を
神
様
に
感
謝
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
神
様
に
伝
え
、神
様
と

繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
お
祭
り

や
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、祈
願
で
神
社
を
訪
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

安
全
祈
願
、良
縁
、商
売
繁
盛
、合
格
、

必
勝
、安
産
、健
康
な
ど
神
様
に
お
願
い

し
ま
す
。神
社
を
通
じ
て
神
様
か
ら
、お

守
り
、御
札
、御
朱
印
な
ど
授
か
り
心
の

支
え
と
感
じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、神
様
は
私
た
ち
の
心
の

中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、神
社
を
通
し

　

私
は
、総
社
神
社
が
目
の
前
と
い
う
立

地
で
生
ま
れ
育
ち
、神
社
を
と
て
も
身
近

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

朝
夕
の
愛
犬
と
散
歩
し
て
い
る
と
き
も

何
故
か
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

総
社
神
社
は
、川
尻
・
山
王
・
川
口
・
旭
南

南
部
・
楢
山
南
部
地
区
の
総
氏
神
様
と
し

て
地
域
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。一
部
は
街

区
公
園
と
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
、憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

川
尻
小
学
校
校
歌
の
一
節
に
も
あ
る

「
総
社
の
森
に
風
薫
る
沃
野
に
恵
む
草
木

の
・・・
」と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、総
社
神
社

は
欅
や
銀
杏
の
広
葉
樹
な
ど
が
生
い
茂

り
、緑
が
多
く
空
気
も
澄
み
渡
り
、特
に

て
地
域
の
人
々
と
の
結
び
つ
き
を
果
た

し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

神
様
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
は
っ
き

り
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、私

た
ち
に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
目
に
見

え
な
い
崇
高
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、年
明
け
早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、世
界
中
で

大
き
な
混
乱
が
起
き
私
た
ち
の
生
活
は

一
変
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
不
安

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、神
様
に
手
を
合
わ

せ
、日
々
の
暮
ら
し
の
無
事
と
健
康
に
感

謝
し
、幸
福
と
平
和
を
お
祈
り
す
る
心
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
収
束
し
、皆
様
の
ご
健
康

と
安
全
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ひまわり

川尻の鹿島祭り（今年は新型コロナウィルス感染症拡大鎮静を神前で祈願した）

総
社
神
社
　
総
代

佐
藤
　
昭
弘

 

神
様
と地

域
社
会
に
つ
い
て
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り
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

こ
で
も
、御
神
酒
と
し
て
の
日
本
酒
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

日
本
酒
造
り
の
技
術
的
な
源
流
を
さ
か

の
ぼ
る
と
、「
か
む
だ
ち
」と
い
う
古
語
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。「
か
む
だ
ち
」は「
カ
ビ

が
繁
殖
し
た
も
の
」で
あ
り
、米
の
で
ん
粉

を
分
解
す
る
糖
化
剤
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
現
代
の
米
麹
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
り
、﹃
播
磨
国
風
土
記
﹄に
は「
神
様

に
お
供
え
し
た
飯
が
枯
れ
カ
ビ
が
生
え
、

そ
れ
で
酒
を
醸
し
た
」と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。日
本
酒
造
り
の
根
幹
は
カ
ビ（
麹
菌
）

に
よ
る
糖
化
作
用
に
代
表
さ
れ
ま
す
が
、

　

醸
造
の
世
界
に
は
、「
優
れ
た
文
明
を

も
つ
民
族
は
、そ
の
民
族
固
有
の
優
れ
た

酒
を
も
つ
」と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り

ま
す
。日
本
酒
は
日
本
民
族
固
有
の
文
明

酒
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
本
質
は

も
っ
と
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、日
本
酒
の
原
料
が
米
だ
と
い
う
事
実

で
す
。米
、す
な
わ
ち
稲
穂
は
祭
祀
に
お

い
て
昔
も
今
も
重
要
な
穀
物
で
あ
り
、神

様
か
ら
の
授
か
り
も
の
な
の
で
す
。そ
の

授
か
り
も
の
を
原
料
と
し
て
醸
し
出
さ

れ
た
日
本
酒
も
ま
た
神
聖
な
飲
み
物
と

し
て
神
様
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
二
年
八
月
一
日
、当
社
は
創
業

七
十
六
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。敷
地
内
に

祀
ら
れ
た
社
で
は「
氏
神
例
祭
」の
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、総
社
神
社
の
宮
司
様
よ

清
酒『
高
清
水
』醸
造
元

秋
田
酒
類
製
造
株
式
会
社

常
務
取
締
役
生
産
本
部
長

古
木
　
吉
孝

こ
の
技
術
も
ま
た
神
様
か
ら
の
授
か
り
も

の
と
し
て
登
場
す
る
の
で
す
。﹃
古
事
記
﹄

に
出
て
く
る
大
蛇
退
治
の
酒
も
、﹃
日
本
書

紀
﹄に
見
ら
れ
る
甘
酒
も「
か
む
だ
ち
」無

く
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

　

気
が
付
け
ば
、﹃
高
清
水
﹄の
酒
蔵
に
足

を
踏
み
入
れ
て
か
ら
人
生
の
三
分
の
二

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。全
国
各

地
の
酒
造
技
師
や
杜
氏
た
ち
と
酒
を
酌

み
か
わ
し
、交
遊
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
。そ
ん
な
折
、少
し
で
も
今
後
の
酒

造
り
の
参
考
に
し
よ
う
と
教
え
を
乞
う

の
で
す
が
、彼
ら
の
語
る
内
容
は
不
思
議

と
重
な
り
ま
す
。そ
れ
は
、酒
造
り
の
孤

独
感
で
あ
っ
た
り
、仲
間
た
ち
へ
の
感
謝

で
あ
っ
た
り
、発
酵
菌
へ
の
畏
敬
の
念
で

あ
っ
た
り
で
す
。

　

日
々
の
酒
造
り
は
、温
度
や
時
間
や
微

生
物
と
の
格
闘
の
連
続
で
す
が
、名
人
た

ち
の
意
識
は
そ
れ
ら
を
越
え
た
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
す
。な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
盃
を

重
ね
る
う
ち
に
、日
本
酒
の
本
質
が
見
え

て
き
ま
し
た
。良
酒
醸
造
に
研
鑽
は
し
て

も
、そ
の
成
果
は
す
べ
て
授
か
り
も
の
な

の
で
す
。

　

総
社
神
社
は
後
四
年
後
の
令
和
六
年

に
創
祀
一
千
三
百
年
を
迎
え
ま
す
。神
社

の
伝
承
で
は
神
亀
元
年（
七
二
四
年
）現

在
の
千
秋
公
園（
当
時
は
三
森
山
・
三
嶽

山
・
神
明
山
・
矢
留
山
と
称
さ
れ
た
）の
頂

き
に
神
明
宮（
天
照
大
御
神
）と
総
社
宮

（
大
國
主
大
神
・
八
重
事
代
主
神
・
味
鋤
高

総
社
神
社
　
宮
司

川
尻
　
孝
紀

 

総
社
神
社
創
祀

一
千
三
百
年
記
念

氏神さま（秋田酒類製造㈱）

井神祭斎行

 

日
本
酒
の
本
質
を
醸
す
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彦
根
神
）外
二
十
一
柱（
畿
内
の
神
々
）の

神
々
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
、奥
州
藤
原
清
衡
候
に
よ
り

社
殿
が
再
興
さ
れ
、鎌
倉
時
代
は
、源
頼

朝
候
の
命
に
よ
り
家
臣
が
社
地
を
経
営

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

の
ち
戦
国
時
代
が
終
わ
り
、徳
川
幕
府

家
康
候
の
時
代
に
入
る
と
、常
陸
国
を
治

め
て
い
た
佐
竹
義
宣
候
が
国
替
え
を
命

ぜ
ら
れ
秋
田
に
入
部
し
ま
す
。関
个
原
合

戦
の
翌
年
慶
長
七
年（
一
六
○
二
年
）の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。佐
竹
候
は
居
城
を
三

森
山
に
定
め
た
た
め
神
明
宮
・
総
社
宮
他

摂
末
社
は
川
尻
郷
下
浜（
現
在
の
楢
山
川

口
堺
）に
仮
遷
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
元
禄
七
年（
一
六
五
九
年
）川

尻
上
野
に
再
び
仮
遷
座
し
、宝
永
四
年

（
一
七
○
七
年
）九
月
に
現
地
に
本
遷
座

成
就
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
川
尻
・
山
王
・
川
口
・
旭
南
南

部
・
楢
山
南
部
の
総
鎮
守
と
し
て
崇
敬
を

受
け
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
社
の
森
は
欅
を
中
心
に
種
々
の
草

木
が
鬱
蒼
と
繁
茂
し
、幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
多
く
の
文
人
墨
客
が
斎
館
香
雲
亭

に
出
入
り
し
詩
人
・
俳
人
等
の
交
流
の
ば

と
し
て
親
し
ま
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　

俳
人
奥
羽
の
四
天
王
と
言
わ
れ
た
吉

川
五
明
や
明
治
か
ら
大
正
期
に
活
躍
し

た
安あ
ん
ど
う
は
る
か
ぜ

藤
和
風（
昭
和
十
一
年
没
）や
石
井

露
月
等
と
共
に
俳
諧
の
指
導
者
と
し
て

大
い
に
活
躍
し
、総
社
神
社
へ
も
足
繁
く

通
わ
れ
た
と
言
い
ま
す
。現
在
境
内
に
あ

る
和
風
の
句
碑「
稲
妻
や
水
に
う
な
づ
く

薄す
す
きの
穂
」は
往
時
が
忍
ば
れ
ま
す
。

　

さ
て
、そ
う
い
う
こ
と
で
地
域
住
民
か

ら
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
総
社
神
社
は

四
年
後
の
令
和
六
年
に
一
千
三
百
年
記

念
の
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

神
社
で
は
記
念
大
祭
及
び
記
念
事
業

を
計
画
し
て
参
り
ま
す
。次
の
千
年
を
目

指
し
て
国
家
・
地
域
と
共
に
繁
栄
で
き
る

よ
う
精
進
邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。今

後
共
地
域
の
氏
子
崇
敬
者
を
は
じ
め
広

く
ご
賛
同
ご
協
賛
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
書
紀
は
第
四
十
代
天
武
天
皇
の

発
意
に
よ
り
日
本
初
の
正
式
な
歴
史
書

「
正せ
い
し史
」と
し
て
、養
老
四
年（
七
二
○
年
）

に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

八
年
前
の
和
銅
五
年（
七
一
二
年
）完

成
の
最
古
の
歴
史
書「
古
事
記
」と
共
に

「
記き

き紀
」と
称
さ
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　

古
事
記
は
、や
ま
と
言
葉
を
用
い
、口

承
文
学
と
し
て
の
色
彩
を
残
し
て
い
ま

す
。そ
れ
に
対
し
書
紀
は
本
格
的
な
漢
文

体
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

格
調
高
く
、日
本
の
成
り
立
ち
や
歩
み

を
広
く
国
際
社
会
に
向
け
発
信
す
る
意

図
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

古
代
の
国
家
・
民
族
に
は
必
ず
祖
先
の

神
話
や
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

記
紀
も
神
話
が
歴
史
の
一
部
と
し
て

皇
室
を
は
じ
め
、全
国
の
神
社
に
祭
祀
や

神
楽
と
し
て
、伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

神
代
の
歴
史
と
し
て「
神
話
」は
様
々

な
家
系
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

「
一
書
に
曰
く
」と
異
伝
も
併
記
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

全
三
十
巻
か
ら
成
り
、一
巻
と
二
巻
は

「
神
代
巻
」と
呼
ば
れ
民
間
に
も
有
名
な

物
語
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

紙
面
で
内
容
を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

神
代
の
巻
の
主
な
題
目
を
上
げ
て
み
ま

す
と「
天て
ん
ち
か
い
び
ゃ
く

地
開
闢
」「
天
照
大
神
の
ご
出

現
」「
五
穀
の
起
源
」「
国
譲
り
、天
降
り
」

「
神
武
天
皇
東
征
即
位
」な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

国
際
化
が
進
む
現
代
に
、私
た
ち
が
ま

ず
は
自
ら
の
拠
り
所
と
な
る「
歴
史
」を

し
っ
か
り
踏
ま
え
る
こ
と
で
連
綿
と
し

て
継
承
さ
れ
て
き
た
日
本
の
文
化
を
さ

ら
に
豊
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」は
多
く
の
口

語
訳
や
解
説
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
是
非
一
度
紐
解
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

 

日
本
書
紀
撰
上
一
千
三
百
年

 

日
本
書
紀
に
つ
い
て

花火

秋田犬
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本
年
は「
祈
り
・
祭
り
・
自
然
に
関
わ
る
こ
と
」を
題
材
に
し
て
、小
中
学
校
児
童
生

徒
よ
り
四
百
二
十
三
点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、優
秀
作
三
十
一
句
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

☆
優
　
秀

そ
う
し
ゃ
の
木
い
つ
も
ぼ
く
ら
を
守
っ
て
る ︵
川
尻
小
六
年　

佐
々
木　

舜
︶

木
漏
れ
日
が
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
ふ
り
そ
そ
ぐ ︵
川
尻
小
六
年　

宮
川　

結
衣
︶

木
の
顔
が
色
づ
き
変
わ
る
四
季
の
杜 
︵
川
尻
小
六
年　

高
橋　

亜
実
︶

八
月
の
葉
か
ら
こ
ぼ
れ
る
日
の
光 
︵
川
尻
小
六
年　

疋
田　

珠
理
︶

地
域
か
ら
愛
さ
れ
続
け
る
総
社
か
な 
︵
川
尻
小
五
年　

木
場　

楓
香
︶

神
様
が
夢
を
残
し
た
大
き
な
木 

︵
川
尻
小
五
年　

藤
原　

一
颯
︶

見
上
げ
れ
ば
光
か
が
や
く
総
社
の
木 

︵
川
尻
小
五
年　

伊
藤　

舞
亜
︶

ぬ
け
が
ら
を
集
め
る
ぼ
く
の
夏
休
み 

︵
川
尻
小
五
年　

福
田　

久
温
︶

夏
祭
り
総
社
の
杜
に
灯
が
と
も
る 

︵
川
尻
小
五
年　

村
川　

悠
乃
︶

神
様
も
気
に
な
る
ほ
ど
の
ぼ
ん
お
ど
り 

︵
川
尻
小
五
年　

堀
井　

愛
月
︶

絵
馬
の
数
そ
の
数
全
て
夢
の
数 

（
川
尻
小
五
年　

伊
藤　

蒼
真
）

大
暑
の
日
神
社
の
日
陰
に
風
も
と
め 

︵
旭
南
小
六
年　

伊
藤　

慧
香
︶

体
育
の
か
け
声
ひ
び
く
大
暑
の
日 

︵
旭
南
小
六
年　

菅
原　
　

翔
︶

落
ち
葉
た
ち
風
に
ふ
か
れ
て
ま
い
上
が
る 

︵
旭
南
小
六
年　

鎗
目　

桃
子
︶

い
や
さ
れ
る
緑
ば
か
り
の
夏
の
木
々 

︵
旭
南
小
五
年　

田
口　

雛
美
︶

　

令
和
二
年　

小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る

総
社
の
杜
俳
句
・
川
柳
大
会
優
秀
作

気
持
ち
よ
い
す
ず
し
い
風
が
す
き
と
お
る 

︵
旭
南
小
五
年　

室
井　

邦
仁
︶

こ
ま
犬
が
神
社
の
前
で
お
出
む
か
え 

︵
旭
南
小
五
年　

小
川　

海
馳
︶

永
遠
に
総
社
の
緑
つ
な
ご
う
よ 

︵
旭
南
小
五
年　

武
藤　

心
菜
︶

夏
休
み
神
社
で
い
の
る
ね
が
い
ご
と 

︵
旭
南
小
五
年　

石
黒　

颯
世
︶

か
ん
と
う
は
神
社
の
神
が
ま
い
お
ど
る 

︵
旭
南
小
五
年　

志
賀　

朱
音
︶

日
光
で
光
か
が
や
く
森
の
木
々 

︵
旭
南
小
五
年　

渡
辺　

琴
子
︶

扇
風
機
仲
間
の
笑
い
和
ら
げ
る 

︵
山
王
中
三
年　

清
水　

晃
祐
︶

び
し
ょ
ぬ
れ
で
笑
う
あ
の
子
と
水
で
っ
ぽ
う ︵
山
王
中
三
年　

藤
田　
　

葵
︶

扇
風
機
休
む
間
も
な
き
熱
帯
夜 

︵
山
王
中
三
年　

菅
野　

碧
衣
︶

願
い
事
夜
空
を
駆
け
る
流
れ
星 

︵
山
王
中
三
年　

鎗
目　
　

麟
︶

花
火
に
も
負
け
る
も
ん
か
と
一
番
星 

︵
山
王
中
三
年　

進
藤　

み
う
︶

エ
ア
コ
ン
と
ペ
ン
の
音
だ
け
響
く
部
屋 

︵
山
王
中
三
年　

高
橋　
　

想
︶

だ
ら
だ
ら
と
汗
の
し
た
た
る
真
夏
の
日 

︵
山
王
中
三
年　

佐
藤　

大
和
︶

蚊
を
は
た
き
私
カ
メ
ラ
マ
ン
笑
う
母 

︵
山
王
中
三
年　

小
熊
ユ
ミ
ナ
︶

暑
い
日
や
日
陰
を
た
ど
る
帰
り
道 

︵
山
王
中
三
年　

田
中　

花
春
︶

雨
上
が
り
紫
陽
花
の
葉
に
し
ず
く
あ
り 

︵
山
王
中
三
年　

長
門　

啓
貴
︶

以
上
三
十
一
句

氷ひ
ょ
う
げ
ん
た
い

原
帯
秋
田
俳
句
会　

菅
原
孤こ
し
ゅ
う秋　

選

　
選
者
詠
　
氷
原
帯
秋
田
俳
句
会
　
菅
原
孤
秋

　
　
　
誰
れ
か
ら
も

　
　
　
　
　
好
か
れ
絵
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅も
み
じ
や
ま

葉
山
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◎
神
宮
大
麻
と
神
社
大
麻
の

初
穂
料
改
定
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
五
月
よ
り
神
宮
大
麻
の
初

穂
料
改
定
に
伴
い
神
社
大
麻
の
初
穂
料

を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
改
定
初
穂
料

神
宮
大
麻 

一
、二
〇
〇
円

神
宮
中
大
麻 

一
、四
〇
〇
円

神
宮
大
大
麻 

二
、〇
〇
〇
円

総
社
神
社
大
麻 

一
、〇
〇
〇
円

総
社
神
社
木
札︵
小
︶ 

一
、五
〇
〇
円

総
社
神
社
木
札︵
中
︶ 

二
、〇
〇
〇
円

総
社
神
社
木
札︵
大
︶ 

三
、〇
〇
〇
円

竃
神
札︵
御
幣
供
︶ 

一
、〇
〇
〇
円

　
神
棚
無
料
頒
布

　

神
棚
の
な
い
ご
家
庭
や
職
場
に
伊
勢

神
宮
謹
製
の
簡
易
神
棚（
壁
掛
け
）を
無

料
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
、神
宮
大
麻
を
お
祀
り
す
る
事
が

条
件
で
す
。
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☆
敬
神
生
活
の
綱
領

★
神
社
神
道
に
お

い
て
は
、神
職
を
は

じ
め
氏
子
崇
敬
者

の
信
仰
に
対
す
る

生
活
の
指
針
を
わ
か
り
や
す
く
解
き
明
ら

め
る
た
め
に「
敬け
い
し
ん
せ
い
か
つ

神
生
活
の
綱
こ
う
り
ょ
う領
」を
定
め

日
常
生
活
の
中
で
唱
和
し
て
実
践
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
綱
領
は
前
文
と
本
文
か
ら
成
り
、

声
に
出
し
て
朗
唱
す
る
こ
と
で
自
分
た

ち
の
使
命
の
自
覚
を
促
し
ま
す
。

　

神
社
関
係
者
の
会
合
で
は
、国
旗
を
掲

げ
、全
員
が
起
立
し
て
国
歌
を
二
度
斉
唱

し
、伊
勢
の
神
宮
を
遥
拝
し
、そ
の
後
に

前
導
役
が
、敬
神
生
活
綱
領
の
前
文
を
声

高
ら
か
に
読
み
上
げ
ま
す
。続
い
て
本
文

の
一
節
ず
つ
前
導
役
が
区
切
っ
て
読
み

上
げ
、そ
れ
か
ら
全
員
が
声
を
合
わ
せ
て

本
文
を
唱
和
し
ま
す
。

　

以
下
前
文
と
本
文
を
掲
載
し
ま
す
。

★
前
　
文

　
神し

ん
と
う道
は
天て
ん
ち
ゆ
う
き
ゅ
う

地
悠
久
の
大た
い
ど
う道
で
あ
っ
て
、

崇す
う
こ
う高
な
る
精せ
い
し
ん神
を
培
つ
ち
か
ひ
、太た
い
へ
い平
を
開
く
の

基も
と
いで
あ
る
。

　
神し
ん
り
ょ慮
を
畏
か
し
こ
み
祖そ
く
ん訓
を
つ
ぎ
、い
よ
い
よ

道
の
精せ
い
か華
を
発は
っ
き揮
し
、人じ
ん
る
い類
の
福ふ
く
し祉
を

増ぞ
う
し
ん進
す
る
は
、使し
め
い命
を
達た
っ
せ
い成
す
る
所ゆ
え
ん以
で

あ
る
。

　
こ
こ
に
こ
の
綱
こ
う
り
ょ
う領
を
か
か
げ
て
向む
こ

ふ

と
こ
ろ
を
明あ

き

ら
か
に
し
、実じ
っ
せ
ん践
に
つ
と
め

て
以も
っ

て
大た
い
ど
う道
を
宣せ
ん
よ
う揚
す
る
こ
と
を
期き

す

る
。

★
本
　
文

一
、神か
み

の
恵め
ぐ

み
と
祖そ
せ
ん先
の
恩お
ん

と
に
感か
ん
し
ゃ謝

し
、明あ

か

き
清き
よ

き
ま
こ
と
を
以も
っ

て
祭さ
い
し祀
に
い

そ
し
む
こ
と

一
、世よ

の
た
め
人ひ
と

の
た
め
に
奉ほ
う
し仕
し
、神か
み

の
み
こ
と
も
ち
と
し
て
世よ

を
つ
く
り
固か
た

め
成な

す
こ
と

一
、大お

お
み
こ
こ
ろ

御
心
を
い
た
だ
き
て
む
つ
び
和や
わ

ら

ぎ
、国く
に

の
隆
り
ゅ
う
し
ょ
う
昌
と
世せ
か
い界
の
共
き
ょ
う
ぞ
ん存
共き
ょ
う
え
い
栄
と
を

祈い
の

る
こ
と

解
　
説

　

前
文
の「
天
地
悠
久
の
大
道
」と
は
、神

道
は
教
祖
・
教
義
・
経
典
な
ど
は
な
く
、天

地
開
闢
か
ら
自
ら
成
る
自
然
に
起
こ
っ

た
道
を
指
す
。人
の
作
れ
る
道
に
あ
ら

ず
。神
の
道
と
し
て
歩
ん
で
ゆ
く
事
を
言

う
。

　
「
神
慮
を
畏
み
祖
訓
を
つ
ぎ
」は
、神
意

や
神
の
恵
み
に
畏
敬
の
念
を
持
ち
、祖
先

が
伝
承
し
て
き
た
教
え
を
継
承
す
る
こ

神
しんとう

道の知識
いろいろ

と
を
言
う
。

　

人
類
の
福
祉
の
た
め
に
使
命
感
を

持
っ
て
実
践
す
る
こ
と
で
こ
の
大
道
は

い
よ
い
よ
高
揚
し
て
い
く
と
言
っ
て
い

る
。

　

次
に
本
文
で
あ
る
が
、第
一
節
は
、私

た
ち
は
神
様
の
恵
み
と
祖
先
の
努
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。こ
こ
に
感
謝

を
表
す
祭
り
ご
と
に
誠
意
勤
め
る
こ
と

を
言
う
。

　

第
二
節
は
、神
と
人
と
の
間
を
取
り

持
っ
て
、世
の
た
め
人
の
た
め
に
不
完
全

な
と
こ
ろ
を
修
理
し
て
確
か
な
世
に
作

り
上
げ
る
こ
と
を
言
う
。

　

第
三
節
は
、天
皇
陛
下
の
心
意
を「
大

御
心
」と
呼
ぶ
。陛
下
の
祈
り
を
自
分
の

も
の
と
し
、国
民
や
他
の
国
の
人
々
と
も

和
親
し
、自
国
の
隆
昌
は
元
よ
り
世
界
人

類
の
共
存
共
栄
を
祈
り
実
践
す
る
こ
と

を
言
う
。

　

即
ち
、こ
の
綱
領
は
、日
本
人
と
し
て

あ
る
べ
き
心
持
ち
と
実
践
行
動
の
指
針

を
わ
か
り
や
す
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

君
民
一
体
の
国
柄
が
永
遠
に
続
き
、世

界
の
平
和
と
繁
栄
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ

と
が
我
が
日
本
民
族
の
大
き
な
願
い
で

あ
り
ま
す
。

あ
と
が
き

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
的
に
拡
が
り
、日
本
も
そ
の
対

策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

疫
病
は
有
史
以
来
発
症
し
て
き
ま
し

た
が
、人
類
は
そ
の
都
度
祈
り
の
行
動
を

起
こ
し
、耐
え
忍
ん
で
き
ま
し
た
。

　

総
社
の
杜
に
も
色
々
な
祠

ほ
こ
ら
や
石
碑
が

あ
り
ま
す
が
、先
人
た
ち
の
魔
除
け
や
祈

り
の
足
跡
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
鹿
島
祭
り
は
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、西
表
町
の
お
面
は

魔
除
け
の
神
と
言
わ
れ
た
鍾
馗
さ
ま
で

す
。唐
の
第
六
代
玄
宗
皇
帝
の
夢
の
中
に

進
士
試
験
に
落
ち
自
殺
し
た
鍾
馗
が
出

て
き
て
魔
を
祓
い
、病
を
癒
し
た
こ
と
か

ら
魔
除
け
の
神
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。巨
眼
、多た

ぜ
ん髭
、黒
装
束
、剣
を
身
に

付
け
、如
何
に
も
強
そ
う
な
形
相
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

鍾
馗
さ
ま
の
よ
う
な
神
や
新
薬
で
早

く
収
束
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
感
染
防
止
の
た
め
密
閉
・
密

集
・
密
接
の
三
密
防
止
な
ど
更
に
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
編
集
委
員
長　

上
村　

敦
記
）

編
集
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宮　
　

司　

川
尻
孝
紀

　

責
任
役
員　

上
村　

敦　

廣
嶋
禮
治

　

総　
　

代　

佐
藤
三
郎　

芳
賀
龍
平

　

祟
敬
会　

飯
塚
洋
三（
挿
絵
）


